






日時／2016年12月14日（水） 
　　　7:00PM〜9:00PM頃（開場6:30PM〜）
会場／大阪大学中之島センター 佐治敬三記念ホール
受講料／2,500円
定員／180名
主催／ナカノシマ大学事務局
共催／大阪大学21世紀懐徳堂

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号・人数・講座名を明記の上、下記までハガキ、ファック
ス、もしくはHP内の応募フォームからお申し込みください。複数名でご参加希望
の場合、ハガキ、ファックスについては、人数分の必要事項を明記してください。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学寄席 第1回」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付後、11月20日前後より受講票をお送りします。
※受講料は講座当日に受付にてお支払いください。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「落語ワールドの言葉遣い─役割語の働き─」

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ナカノシマ大学寄席 第1回

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

◎ナカノシマ大学寄席とは？

林家花丸「ナイモンガイ」＆桂三四郎「ＭＯＭＯ」×金水敏「役割語」

古典落語の改作が話題のネタ2本立て!
またとない豪華な取り合わせにご期待を。

　笑って楽しむものという印象の強い上方落語は、単なるフィクシ
ョンだと思われがちだ。確かに落語には面白くするためのデフォル
メや虚構が入り乱れているけれど、そのディテールを慎重に読み解
けば、街の人々の生活や精神世界、歴史の実相が垣間見えたりす
る。ナカノシマ大学寄席では、そんな落語の持つ意外な深みに、
大阪大学の教授陣がスポットを当てる。落語の「こんな楽しみ方」
を紹介する、「寄席」であり「大学」なのだ。

　落語は登場人物の特徴的な言葉遣いによって、その人物の性別・
年齢だけでなく職業や教養の程度、さらには立ち居振る舞いまでも
が思い浮かべられる話芸だ。こうした特定の人物像をイメージさせる
特徴的な言葉づかいを、「役割語」として定義し研究しているのが大
阪大学の金水敏先生。近年は中国人をイメージさせる「アルヨことば」
など、外国人を印象づける言葉まで視野に入れた研究を進めている。
　この役割語について、落語を聴きながら楽しく学ぼうというのが
今回のテーマ。登場するのは林家花丸さんと桂三四郎さん。花丸さ
んが披露する「ナイモンガイ」は、古典落語「無いもん買い」の改作
で、初演時からその改作ぶりが大きな話題に。一方、桂三四郎さん
の「ＭＯＭＯ」も古典落語「桃太郎」をアレンジ。おなじみの昔話に

突っ込みを入れる場面で役割語が大活躍する。
　２席に大笑いした後には、高島幸次先生の進
行のもと、金水先生が落語と役割語の関係を解
説。花丸さんや三四郎さんから演じ手ならではの
裏話が聴けるかも!?

 「落語ワールドの言葉遣い 
─役割語の働き─」
落語／林家花丸　桂三四郎 

講演／金水 敏（大阪大学大学院文学研究科教授） 

司会／髙島幸次（大阪大学招聘教授） 

桂
三
四
郎

 「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
」

  たかが「寄席」、
  されど「大学」。

ありそうでなかった
  笑いと学びの１２０分。

寄
席

始
ま
り
ま
す
！

林
家
花
丸

 「
ナ
イ
モ
ン
ガ
イ
」
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九
月
席
の
一
コ
マ

髙　

今
月
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
罪
と
業
」

は
ど
ち
ら
も
仏
教
用
語
な
ん
で
す
よ
ね
。

春　

立
川
談
志
さ
ん
は
「
落
語
は
人
間
の

業
の
肯
定
」
と
言
う
て
ま
し
た
な
。

釈　

落
語
は
立
派
な
人
が
あ
ま
り
出
て
こ

な
い
庶
民
の
芸
で
す
か
ら
。
金
が
ほ
し
い

と
か
女
好
き
と
か
、「
そ
ん
な
悪
業
だ
っ

て
語
り
に
乗
せ
て
表
現
し
て
い
く
ん
だ
」

と
言
い
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

髙　

一
方
の
「
罪
」
も
、
仏
教
だ
け
で
な

く
宗
教
ご
と
に
意
味
が
異
な
り
ま
す
ね
。

釈　

は
い
。
キ
リ
ス
ト
教
で
言
え
ば
人
間

の
存
在
自
体
が
罪
な
ん
で
す
。
す
べ
て
の

人
が
原
罪
を
背
負
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

髙　

仏
教
と
神
道
で
も
全
然
違
い
ま
す
。

釈　

仏
教
の
場
合
は
、
ま
ず
す
べ
て
の
行

為
が
自
分
の
業
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
く

と
考
え
ま
す
。
悪
い
言
葉
を
使
っ
た
り
、

悪
い
考
え
を
抱
い
て
い
る
と
、
服
に
い
や

な
匂
い
が
染
み
つ
く
よ
う
に
そ
れ
が
溜
ま

っ
て
い
く
。
そ
こ
に
罪
が
発
生
し
ま
す
。

仏
教
の
時
間
論
は
独
特
で
、
過
去
も
未
来

も
虚
構
で
あ
り
、
今
の
一
瞬
し
か
な
い
と

考
え
ま
す
。
こ
の
瞬
間
に
よ
り
良
い
行
い

や
思
考
を
す
る
と
、
次
の
瞬
間
が
ま
た
良

い
よ
う
に
変
わ
る
と
考
え
る
の
で
す
。

髙　

と
い
う
こ
と
は
良
い
も
の
も
「
業
」

に
含
ま
れ
る
ん
で
す
ね
。

釈　

自
分
の
発
し
た
も
の
が
次
の
瞬
間
に

影
響
を
与
え
る
の
で
、
そ
の
結
果
も
引
き

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

髙　

仏
教
の
輪
廻
転
生
と
い
う
考
え
方
も
、

自
分
の
行
い
が
次
の
瞬
間
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

釈　

業
が
溜
ま
れ
ば
死
後
も
そ
の
連
鎖
は

止
ま
ら
ず
、
縁
の
あ
る
人
に
も
影
響
を
与

え
て
い
く
わ
け
で
す
。
仏
教
で
は
人
間
も

動
物
も
植
物
も
、
す
べ
て
の
生
命
が
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

髙　

仏
教
的
に
は
男
と
女
の
罪
や
業
は
区

分
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

釈　

経
典
を
読
む
と
、
女
性
の
方
が
罪
を

犯
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。
出
家
者
は
男
性
が
多
い
も
の
で
す

か
ら
、
ど
う
し
て
も
男
性
が
女
性
に
迷
う

と
い
う
図
式
に
な
り
ま
す
。

春　

動
物
と
は
違
っ
て
、
人
間
は
オ
ス
よ

り
メ
ス
の
方
が
綺
麗
な
の
は
な
ん
で
や
ろ
。

実
は
オ
ス
の
方
が
綺
麗
や
け
ど
、
メ
ス
が

化
粧
し
て
る
か
ら
…
。

髙　

釈
先
生
、
も
し
か
し
て
化
粧
も
業
な

の
で
は
？

釈　

そ
れ
は
…
ど
う
で
し
ょ
う
（
笑
）

落
語
／
桂
壱
之
輔「
ろ
く
ろ
首
」　

　
　
　
桂
九
雀「
移
植
屋
さ
ん
」（
久
坂
部
羊
作
）　
　
　
　

　
　
　
桂
文
喬「
算
段
の
平
兵
衛
」　
　
　
　

　
　
　
桂
花
團
治「
猫
の
忠
信
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
桂
米
左「
足
上
が
り
」　
　
　
　
　

鼎
談
／「
落
語
を
推
理
す
る
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
有
栖
川
有
栖（
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

桂九雀 桂文喬 有栖川有栖

鼎
談
／「
男
と
女
の
罪
と
業
」

　
　
　
ゲ
ス
ト
／
釈
徹
宗（
相
愛
大
学
教
授
・
宗
教
学
者
）　

　
　
　
髙
島
幸
次
　
桂
春
之
輔

◉
お
題【
ミ
ス
テ
リ
ー
】

 「
落
語
は
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
」

十
二
月
席
の
ご
案
内
申
込
受
付
中

　

ク
リ
ス
マ
ス
、
い
や
１
年
の
最
後
の
「
終
い
天
神
」

の
日
に
、
豪
華
な
ゲ
ス
ト
を
迎
え
て
の
天
神
寄
席
が
実

現
！　

大
人
気
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
の
有
栖
川
有
栖
さ
ん

が
天
満
天
神
繁
昌
亭
に
初
登
場
す
る
。
中
学
生
の
頃
か

ら
落
語
会
へ
足
を
運
ん
で
い
た
と
い
う
有
栖
川
さ
ん
。

落
語
の
世
界
と
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
は
果
た
し
て
結
び
つ

く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

そ
れ
に
合
わ
せ
て

落
語
の
ネ
タ
も
ち
ょ
っ
と
怖
く
て
不
思
議
な
話
ば
か
り
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界
へ
誘
わ
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
お
得
な
前
売
り
券
を
発
売
中
!

開
催
日
／
12
月
25
日（
日
）

開
演
時
間
／
6・00 

PM
〜（
開
場
5・30 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・15 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

お
支
払
い
方
法
／
当
日（
5・15 

PM
〜
）、繁
昌
亭
入
口
付
近
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、予
約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
は
当
日
券
の
販
売
は
致
し
ま
せ
ん
。

●
お
申
し
込
み
方
法
、お
問
い
合
わ
せ
先
は
Ｐ
14
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
断
り
…
11
月
25
日
は
他
企
画
が
開
催
さ
れ
る
た
め
、天
神
寄
席
は
あ
り
ま
せ
ん
。

天満天神繁昌亭 
毎月25日のお楽しみ天神寄席 噺のあとさき

御
来
場
御
礼
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新潟県へのアクセス
◉JRの場合（大阪駅から）
特急サンダーバード→北陸新幹線

（金沢駅乗換、糸魚川駅・上越妙高駅）　
約3時間50分
東海道・上越新幹線（東京駅乗換、新潟駅）　
約４時間20分
◉航空機の場合（大阪伊丹空港→新潟空港）　
約1時間05分（1日10往復）
◉クルマの場合（吹田IC→新潟中央IC）
名神高速道→北陸自動車道　約6時間30分

日時／2016年12月6日（火） 
　　　6:30PM〜8:00PM（開場6:00PM）
会場／アサヒ ラボ･ガーデン（大阪富国生命ビル4F）
受講料／無料（新潟県のおみやげ付き）　定員／50名
主催／新潟県観光協会大阪観光センター
共催／上越・糸魚川・妙高観光連携実行委員会（第４・５回）
協力／アサヒ ラボ･ガーデン
運営／新潟のええとこ･うまいもんゼミナール事務局

お名前･ご住所･電話番号を明記の上、下記までハガキ
･fax.、もしくはナカノシマ大学HP（http://nakanoshima-
univ.com/）内の応募フォームからお申し込みください。
ハガキ･fax.でお申し込みの方で複数名の（応募される
方も含めて４名まで可能）ご参加希望の場合は、人数
分の必要事項を明記し、講座名と開催日を必ずお書き
添えください。〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 
古河大阪ビル4F「関西にいがたゼミ」係　tel.06-4799-
1340（平日10時〜18時）　fax.06-4799-1341　※締切
＝11.18（金）必着。応募者多数の場合は抽選。当選の
方にのみ、締切から5日以内に受講票を発送します。

 「街的･にいがた旅のススメ」

帰ってきた!  関西人のための

 「新潟のええとこ・うまいもんゼミナール」
第2回「街的･にいがた旅のススメ」  講師／江 弘毅

大
阪
の〝
街
的
〞編
集
者

日
本
海
の「
水
の
都
」を
ゆ
く
!

　

今
年
の
第
２
弾
で
は
、「
街
的
」
と
い
う
言

葉
を
生
み
だ
し
、
関
西
の
食
、
街
、
人
、
歴

史
を
30
年
以
上
取
材
し
、
大
阪
で
根
強
い
フ

ァ
ン
を
持
つ
編
集
者
・
江
弘
毅
さ
ん
が
、
大

阪
と
同
様
に
歴
史
あ
る
港
町
・
新
潟
市
を
中

心
に
街
場
を
歩
き
ま
す
。
関
西
と
異
な
る
新

潟
の「
魅
力
」と
は
何
か
？　
そ
こ
に
し
か
な

い
面
白
み
と
、
愉
し
み
方
を
江
さ
ん
独
特
の

視
点
と
フ
レ
ー
ズ
で
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

岸
和
田
で
生
ま
れ
育
ち
、
だ
ん
じ
り
祭
り

を
50
年
以
上
経
験
し
て
き
た
江
さ
ん
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
文
物
の
交
差
点
で
あ
る
「
港
」
の

重
要
さ
を
実
感
。
泉
州
の
港
が
先
進
的
な
漁

法
を
日
本
全
国
に
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た

よ
う
に
、
新
潟
の
港
も
ま
た
、
北
前
船
の
重

要
な
中
継
地
点
で
あ
る
時
代
を
経
て
、
安
政

５
年
（
１
８
５
８
）
の
日
米
修
好
通
商
条
約

の
際
に
日
本
海
沿
岸
の
国
際
港
と
し
て
本
格

的
に
開
港
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

江
さ
ん
が
訪
れ
た
の
は
江
戸
時
代
初
期
に

開
か
れ
た
「
古
町
」
界
隈
。
祇
園
や
北
新
地

と
並
ぶ
花
街
で
は
今
も
お
座
敷
遊
び
が
盛
ん

で
、
料
亭
や
風
情
あ
る
居
酒
屋
が
並
び
ま
す
。

関
西
人
が
あ
ま
り
知
ら
な
い
、
北
国
の
「
水

の
都
」
の
街
話
を
た
っ
ぷ
り
と
。

◉今シーズンの会場は
梅田･大阪富国生命ビル4Fの多目的スペース［アサヒ ラボ･ガーデン］。食やお酒、スポー
ツ、子育て等のイベントを頻繁に開催。フリースペースでは休憩や友人との待ち合わせに、
読書にと使える憩いの場です。授乳室も完備。食と健康にちなんだ書籍もあります。
11:00AM〜8:00PM　日曜休（祝日は営業）　※年末年始休
http://www.asahigroup-holdings.com/research/labgarden/index.psp.html

こう･ひろき
1958年岸和田市生まれ。雑誌『ミーツ・リージョナル』編集長を経て、編集集団140B編集責任者。著書に

『「街的」ということ』（講談社現代新書）、『街場の大阪論』（新潮文庫）、『飲み食い世界一の大阪』『Ｋ氏
の遠吠え』（ミシマ社）、『濃い味、うす味、街のあじ。』（140B）など。『月刊島民』編集発行人。

右／新潟花街のお座敷遊び「樽拳（たるけん）」。樽の蓋を叩きながらじゃんけん。３回勝負で負けると杯を飲み干す　
上／港町新潟を代表する高級魚、脂がのったノドグロの刺身　下／老舗料亭や居酒屋、割烹が連なる「鍋茶屋通り」

 

◉
今
月
の
授
業

 

新
潟･街
の
あ
じ

この後も超強力講師陣、ゾクゾク! 　※以下の応募受付は来月以降、順次行います。
第3回 1.11（水） 江部拓弥（雑誌『dancyu』編集長）
第4回 2.1（水） 葉石かおり（利き酒師･エッセイスト）　
第5回 3.1（水） 北出恭子（温泉ソムリエ･TVタレント）＋遠間和広（温泉ソムリエ家元）※予定
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京
阪
電
車
な
に
わ
橋
駅
の
構
内

に
あ
る
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
で
は
、

１１
月
１２
日
よ
り
毎
年
恒
例
の
「
鉄

道
芸
術
祭
」
が
開
催
さ
れ
る
。
鉄

道
芸
術
祭
と
は
、
ア
ー
ト
と
鉄
道

を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
発
想
か

ら
、
鉄
道
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
文

化
を
捉
え
直
し
て
み
よ
う
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ
と
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
大
阪
に
ゆ
か
り
が
深
い

現
代
作
家
に
よ
る
京
阪
沿
線
モ
チ

ー
フ
の
作
品
展
や
、
光
の
性
質
を

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１６年１１月１日発行

貸
切
電
車
公
演
も
お
見
逃
し
な
く
!

ア
ー
ト
エ
リ
ア
B
1
の
鉄
道
芸
術
祭

貸
切
電
車
公
演
も
お
見
逃
し
な
く
!

ア
ー
ト
エ
リ
ア
B
1
の
鉄
道
芸
術
祭

貸
切
電
車
公
演
も
お
見
逃
し
な
く
!

ア
ー
ト
エ
リ
ア
B
1
の
鉄
道
芸
術
祭 利

用
し
て
撮
影
し
た
車
両
の
写
真

展
と
い
っ
た
、
独
創
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
好
評
だ
っ
た
。

　

第
６
弾
で
あ
る
今
年
の
テ
ー
マ

は
「
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
冒
険
」。

構
造
や
基
盤
を
意
味
す
る
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
い
う
言
葉

に
沿
っ
て
、
会
場
内
に
は
鉄

の
廃
材
を
用
い
た
巨
大
機
械
彫
刻
、

情
報
シ
ス
テ
ム
や
緻
密
な
イ
ラ
ス

ト
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
現
代
美
術

作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
。
鉄
道

と
異
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

の
、
斬
新
な
切
り
口
が
見
ど
こ
ろ

の
ひ
と
つ
だ
。

　

ま
た
、
昨
年
も
満
員
御
礼
だ
っ

た
「
貸
切
電
車
公
演
」
の
予
約
が

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。
普
段
使

わ
れ
て
い
る
車
両
が
特
別
に
ラ
イ

ブ
会
場
へ
早
変
わ
り
す
る
関
連
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
、
今
年
は

ク
ラ
ブ
Ｄ
Ｊ
を
招
い
た
「
ク
ラ
ブ

電
車
」
と
の
こ
と
。
京
阪
電
車
中

之
島
駅
か
ら
樟
葉
駅
を
折
り
返
し

て
な
に
わ
橋
駅
ま
で
走
り
、
車
窓

の
風
景
を
ラ
ッ
プ
に
乗
せ
た
り
、

ゲ
ス
ト
に
よ
る
選
曲
リ
ス
ト
を
元

に
Ｄ
Ｊ
車
両
も
登
場
す
る
。
お
よ

そ
９０
分
間
の
小
旅
行
だ
。
定
員
に

達
す
る
と
締
め
切
る
そ
う
な
の
で
、

お
申
込
み
は
お
早
め
に
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

アートエリアB1 鉄道芸術祭vol.6 「ストラクチャーの冒険」
期間／11月12日（土）～2017年1月22日（日）
時間／12:00AM～7:00PM 休館日／月曜
※12月14日～25日は9：00PMまで・一部有料イベントあり

電車公演「クラブ電車～ストラクチャーの冒険～」
日時／12月4日（日）PM発車（開催時刻は要問い合わせ）
運行コース／中之島駅～樟葉駅～なにわ橋駅
定員／150名（要事前申込・先着順） ※定員に達し次第締切　
参加費／前売2,500円　当日3,000円
申し込み・問い合わせ☎ 06-6226-4006（アートエリアB1）

『魔女　KUARUPU』©小学館

《スペースロブスター P-81》1981 
撮影：米田定蔵　©Chu Enoki

《Z-MACHINES》2013 

　クルーズの企画を考える
上で、忘れてはいけないの
が、季節感と満腹感だと思
っています。春には春の、
秋には秋の季節を感じら
れる中之島は、クルーズに
ぴったりです。
　そして、満腹感。アクアライナーでは、
ホテルやレストランとコラボレーションし
た、グルメセットプランを用意しています。
大阪城港のお向かいにあるホテルニュー

オータニ大阪と
もいくつかのコ
ラボプランがあ
り、この時期な
ら花篭弁当がい
ただけるプランがオススメです。
 「真田丸」をイメージして作られたお弁
当を、ホテルの最上階から、大阪城を眺
めながら食べるなんて、心も満腹になる
に違いありません。他のお食事も素敵で
すので、ご自分に合ったクルーズとグルメ
のチョイスを探してみてください。
　大切な人と大切な時間の使い方も楽し
んで選べるのが水辺の魅力です。アクアラ
イナーに乗って、満腹を探してみませんか。

料金／4,200円（要予約・10名以上） 乗船券
＋花篭弁当付き（ホテルニューオータニ大阪18
階［フォーシーズンズ］にて）　出発港／大阪城
港　時間／11:00AM～5:00PM

大阪水上バスの
クルーズ歳時記

クルー
が毎月

綴ります

今月のオススメ

乗船券&グルメプラン

☎06-6942-5511

http://suijo-bus.osaka/

アクアライナー

大阪水上バス
企画宣伝部
岸田俊徳さん
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http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

フェスティバルプラザで会いましょう。   Vol.5

　ハブエールは１パイント880円、1／２グラス490円、3／4
グラス700円。秋冬バージョンは来年3月頃まで味わえる。他
にもギネスやキリンなどの生ビールや各種カクテル、パブらしい
フィッシュアンドチップス（630円）やナッツやジャーキーなど気
軽なおつまみも取り揃えている。いつ来店しても楽しめるよう、
一年を通してキャンペーンやイベント開催にも積極的だ。
☎06-6233-8682 11:00AM～11:45PM（LO）　
http://www.pub-hub.com

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
忘
れ
な
い
よ
う
連
携

を
深
め
る
の
は
大
事
な
こ
と
。
常
連
さ
ん
か
ら

の
「
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
よ
」
は
、
距
離
が
近
く

な
っ
た
よ
う
で
嬉
し
い
で
す
ね
。
注
文
す
る
た

び
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
精
算
す
る
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

オ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
、
お

客
さ
ん
と
さ
り
げ
な
く
会
話
で
き
る
良
い
き
っ

か
け
で
す
。

　

そ
の
際
に
、
注
文
し
た
お
酒
の
感
想
を
よ
く

い
た
だ
き
ま
す
。
た
と
え
ば
［
H
U
B
］
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
「
ハ
ブ
エ
ー
ル
」。
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
樽

詰
め
し
、
当
日
に
冷
蔵
発
送
す
る
の
で
鮮
度
は

抜
群
。
口
当
た
り
が
や
わ
ら
か
く
て
飲
み
や
す

い
と
評
判
で
す
。
日
本
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
ラ
ガ

ー
ビ
ー
ル
は
、
低
温
で
発

酵
さ
せ
る
「
下
面
発
酵
」

が
主
流
。
一
方
、
エ
ー
ル

は
常
温
で
行
う
「
上
面
発

酵
」
の
た
め
、
フ
ル
ー
テ

ィ
な
香
り
と
味
が
特
徴
で

す
。
時
間
が
経
っ
て
温
度

が
上
が
っ
て
も
美
味
し
さ

が
続
く
の
で
、
ラ
ガ
ー
ビ

ー
ル
の
よ
う
に
冷
え
た
も

の
を
ぐ
い
ぐ
い
飲
む
の
で

は
な
く
、
本
場
の
パ
ブ
の

よ
う
に
会
話
を
楽
し
み
な

が
ら
、
一
杯
を
ゆ
っ
く
り

味
わ
う
の
が
私
流
の
飲
み

方
で
す
。

　

実
は
春
夏
と
秋
冬
で
、

ハ
ブ
エ
ー
ル
の
味
わ
い
を

変
え
て
い
る
ん
で
す
よ
。

い
ま
飲
め
る
も
の
は
、
２

０
０
５
年
の
登
場
か
ら
数
え
て
24
番
目
の
レ
シ

ピ
。
今
回
は
伝
統
的
な
英
国
産
ケ
ン
ト
ゴ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
い
う
ホ
ッ
プ
を
１
０
０
％
使
い
、

よ
り
穏
や
か
な
味
わ
い
に
な
り
ま
し
た
。
他
の

ビ
ー
ル
と
飲
み
比
べ
て
み
て
、
ぜ
ひ
感
想
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

中
之
島
で
働
き
始
め
て
、
１
年
半
が
経
ち
ま

し
た
。［
H
U
B
］
は
全
国
に
あ
る
の
で
す
が
、

他
店
の
ス
タ
ッ
フ
と
意
見
交
換
を
す
る
と
、

中
之
島
店
に
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
お
客

さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
実
感
し
ま
す
。
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
に
勤
め
て
い
る
方
、
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
の
公
演
目
当
て
の
方
、
ご

近
所
に
お
住
ま
い
の
方
…
。
11
時
か
ら
深
夜
ま

で
通
し
営
業
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
使
い
方

も
人
そ
れ
ぞ
れ
。
ラ
ン
チ
や
夜
の
二
軒
目
使
い
、

ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
来
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
よ
。

　

日
本
で
は
ま
だ
英
国
風
パ
ブ
の
習
慣
が
根
付

い
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
地
へ
研
修
に
行
っ
た
と

き
、
パ
ブ
が
英
国
人
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
職
場
と
自

宅
の
間
に
パ
ブ
が
あ
り
、
毎
日
そ
の
間
を
行
き

来
す
る
感
覚
で
す
。
ス
タ
ッ
フ
や
隣
り
合
っ
た

人
と
何
気
な
い
会
話
を
交
わ
し
、
一
杯
の
エ
ー

ル
ビ
ー
ル
を
時
間
を
か
け
て
飲
み
、
時
に
は
さ

さ
っ
と
帰
っ
て
明
日
も
ま
た
訪
れ
る
。
ま
さ
に

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
公
共
の
家
）」
な
ん
で
す
。

　

中
之
島
で
も
［
H
U
B
］
が
そ
う
い
う
存
在

に
な
れ
る
よ
う
、
店
の
雰
囲
気
づ
く
り
に
は
気

を
使
っ
て
い
ま
す
。

常
連
さ
ん
の
顔
や

好
み
を
ス
タ
ッ
フ

同
士
で
共
有
し
た

り
、
混
雑
時
で
も

 「
英
国
パ
ブ
の
よ
う
に
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
飲
む
の
が
オ
ス
ス
メ
で
す
」

こだわりのビールを笑顔でサーブ

 ［HUB 中之島フェスティバルプラザ店］店長代行
松下こころさん

Information from HUB 中之島フェスティバルプラザ店 ［中之島フェスティバルタワーB1階］
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪 天満橋／ホテル京阪 京橋 グランデ
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／CITY 
NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ドーチカ／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店舗・医
院など］アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／
喫茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セ
ブンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ
／FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／大阪府立中央図書館／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館／龍谷ミュージアム
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（東小金井）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。
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